
2025 年度「若手学会員のための実践・研究奨励賞」申請募集のお知らせ 
 

日本病院・地域精神医学会では、若手学会員による実践および研究活動の推進・向上を目的とした「若

手学会員のための実践・研究奨励賞」への申請を募集いたします。この賞は、若手学会員が、実践および

研究活動を促進・向上されていくことを願った 1 人の学会員の想いから設立されました。下記内容をご確認

のうえ、奮ってご応募ください。 

◆ 名 称 日本病院・地域精神医学会 若手学会員のための実践・研究奨励賞 

◆ 目 的 本賞は、若手学会員の実践的活動および研究活動を奨励することにより、学

会活動の活性化と地域精神医療の発展に寄与することを目的としています。 

◆ 応 募 資 格 応募グループの半数以上が 40 歳未満であること。個人、または複数人による

グループでの申請が可能です。 

※ペンネーム・通称での応募も可能です。希望される方は学会本部事務局

（https://www.byochi.org/procedure/contact/）までご連絡ください。 

◆ 奨 励 金 額 1 件あたり 20 万円   ※各年度 最大 2 件まで採択 

◆ 採 択 後 の 義 務  実践・研究成果について、日本病院・地域精神医学会学術総会で発表するとと

もに、当学会誌への掲載（「病院・地域精神医学誌投稿規定」に定める「研究論

文・報告」、「実践報告」のいずれかの形式による）にて報告していただきます。 

◆ 募 集 期 間 2025 年 4 月 1 日（火）～5 月 30 日（金） 

◆ 審査結果お知らせ 2025 年 7 月末頃 

◆ 実 践 ・ 研 究 期 間 2025 年 8 月 1 日（金）～2027 年 7 月 31 日（土） （2 年間） 

◆ 応 募 方 法 詳しくは下記をご参照ください： 

 

◆ 歴代受賞者・受賞内容はこちら 

・第 1 回 伊東 香純会員 「精神障害者の世界組織における医療者主導の組織との関係の変化」 病院・地域精神  

医学 63 巻 3 号 Page247-253(2021.08) 

・第 2 回 長谷川 唯会員 「海外の本人主導による権利擁護の実践に照らした日本の政策課題−意識して他人に開

いていくことから考える権利擁護のかたち 」病院・地域精神医学 67 巻 2 号 Page173-180(2024.3) 

・第 3 回 舘澤 謙蔵会員  「組織内での<やっかいな問題>に向き合うための対話 精神科病院での『未来語りのダ

イアローグ』の実践を通して」 病院・地域精神医学 66 巻 1 号 Page76-83(2023.10) 

https://www.byochi.org/procedure/contact/
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E4%BC%8A%E6%9D%B1%E9%A6%99%E7%B4%94%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E8%88%98%E6%BE%A4%E8%AC%99%E8%94%B5%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/2/sid/5
https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/2/sid/5
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